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論 文 内 容 の 要 旨

一般型代数曲面は,代数曲面の分類のうちで一番困難なものであり,特別な不変量を持つ場合にのみ,その構造が分がっ

ている｡本申請論文は,1次chern数 C12-3,幾何種数pg-1,不正則数q-Oの一般型曲面のうち,Picard群の捻れ部分

群に3次巡回群を含むものを具体的に記述したものである｡

C12-3,9g-1,q-0である一般型代数曲面XのPicard群の捻れ部分群の位数は6以下であることがDeligneによって示

されている｡ 特に,捻れ部分群が3次巡回群を含む場合は,3次巡回群をガロア群として持つXの3次の不分岐被覆 Yが

存在する｡ このとき,Yの1次chern数 C12-9,幾何種数pg(Y)-5であることが分かり,Yの標準写像は4次元複素射影

空間 P4への写像であることが分がる｡また,標準写像の像はP4の曲面であることも分かる｡ さらに,標準写像の次数は1,

2,3のいずれがでなければならない｡

この事実に基づき,申請者は申請論文において,標準写像の次数が2,3の場合を考察して,このような場合は実際には

起こらないことを示した｡一方,標準写像の次数が1の場合はP4の2個の3次斉次Fl,F2の共通零点にその像が含まれる

ことが示される｡申請者は,さらにFl,F2は共通の因子を持ち得ないことを示し,Yの標準写像の像はP｡の (3,3)塗

の完全交叉形であり,かつ yの標準モデルであることを示した｡さらに,yは3次巡回群をガロア群として持つことより,

p4の (3,3)型の完全交叉形へも3次巡回群が固定点を持たずに作用する｡ このことがら,申請者はFl,F2は

Fi--a.(i)x.3+al(i)xoxIX3+a2(i)x.xIX4+a3(～)xox2X3+a4(i)x.x2X34
+a5(i)x13+a6(i)x 12x 2+a7(i)xIX22+a8(i)x23

+a9(i)x33+alO(i)x32x 4+all(i)x3X42+a12(i)x43,i-1,2

の形をとること,3次巡回群はE-exp(27r√二手/3)とおくと

To:(Xo,Xl,x2,X3,X4)- (Xo,EXl,Ex2,Ellx3,E-1x4)

で生成されるF1-0,F2-0が定める曲面Sの自己同型群であることを示した｡

これによって,問題の曲面XはS/(T｡)の極小非特異モデルであり,かつXの捻れ部分群は3次巡回群と一致すること,

またXの基本群は3次巡回群であることも示される. 従って C12-3,9g-1,q-0の一般型代数曲面の捻れ部分群の位数は

5以下であることが確定されたことになるが,申請者はさらに捻れ部分群が5次の巡回群であるような C12-3,9g-1,q-

Oの一般型代数曲面は存在しないことを申請論文中に示している｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

一般型代数曲面は,代数曲面の分類のうちで一番困難なものであり,特別な不変量を持つ場合にのみ,その構造が分かっ

ている｡ 本申請論文は,1次chern数 C12-3,幾何種数pg-1,不正則数q-Oの一般型曲面のうち,Picard群の捻れ部分

群に3次巡回群を含むものを具体的に記述したものである｡

-338-



C12-3,Pg-1,q-0である一般型代数曲面XのPicard群の捻れ部分群の位数は6以下であることがDeligneによって示

されている｡特に,捻れ部分群が3次巡回群を含む場合は,3次巡回群をガロア群として持つXの3次の不分岐被覆 Yが

存在する｡ このとき,Yの1次chern数 C12-9,幾何種数pg(Y)-5であることが分かり,Yの標準写像は4次元複素射影

空間 P4への写像であることが分かる｡ また,標準写像の像は P4の曲面であることも分かる｡

申請者は申請論文において,標準写像とその像を詳しく解析 し,yの標準写像は双有理写像であり,その像は P4の (3,

3)型の完全交叉形であり,かつ Yの標準モデルであることを示した｡さらに,申請者は (3,3)型の完全交叉形 Sを

与える3次斉次式Fl,F2は

Fi--a｡(i)xo3+al(i)x.xIX3+a2(i)x.xIX4+a3(2)xox2X3+a4(i)xox2X34

+a5(i)x13+a6(i)x 12x2+a7(i)xIX22+a8(i)x23

+a9(i)x33+alO(i)x32x4+all(i)x3X42+a12(i)x43,i-1,2

の形をと′ること,3次巡回群は∈-exp(27T√二手/3)とおくと

･o:(Xo,Xl,x2,X3,X4)→ (Xo,EXl,Ex2,E-1x3,.E11X4)

で生成されるSの自己同型群であることを示した｡

これによって,問題の曲面XはS/(T｡)の極小非特異モデルであり,かつXの捻れ部分群は3次巡回群と一致すること,

またXの基本群は3次巡回群であることも示される｡ 従って C12-3,Pg-1,q-0の一般型代数曲面の捻れ部分群の位数は

5以下であることが確定されたことになるが,申請者はさらに捻れ部分群が5次の巡回群であるような C12-3,9g-1,q-

0の一般型代数曲面は存在しないことを申請論文中に示している｡

これによって C12-3,9g-1,q-0の一般型代数曲面の捻れ部分群の位数は4以下であることが確定し,捻れ部分群が非

自明である C12-3,9g-1,q-0の一般型代数曲面の考察には,さらに捻れ部分群が2次の巡回群を含む場合を考察すれば

充分であることが確定した｡このように,本論文は C12-3,9g-1,q-0の一般型代数曲面の構造の決定に大きく寄与した

ものである｡

また申請者は参考論文において,ある種の数倍的Godeaux曲面について,その構造を精密に決定している｡ このように,

申請者の研究は一般に困難とされている一般型代数曲面の構造の研究に大きく資するものである｡

よって,本申請論文は博士 (理学)の学位論文として価値あるものと認める｡

主論文および参考論文に報告されている研究業績を中心として,これに関連した研究分野について口頭試問した結果,令

格と認めた｡
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